
SECTION 4

環境

ダイハツグループは、トヨタグループの一員として「トヨ

タ地球環境憲章」を共有し、また、独自に「ダイハツ工業

株式会社 環境方針」も定め、持続可能な社会の実現を

目指したさまざまな取り組みを進めています。
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自動車やユニットの開発・生産・販売・廃棄に至るまで、環境
に与える影響を検討し、ゆたかな環境の保全に努めます。

1.

環境についての目的と目標を設定し、環境汚染の予防と循環
型社会、低炭素社会、自然との共生社会を目指します。

2.

環境に関する法規制や、会社の環境管理規定を順守します。
3.

お客様一人ひとりを照らし、地域の方々や国内外の関係者と
の対話を大切にし、良識ある社会の一員として環境保護に取
り組みます。

5.

環境への貢献を通じてダイハツらしさを追求できる人材を
育成し、環境マネジメントシステムの継続的改善に取り組み
ます。

4.

GRI 2-23, 3-3

基本的な考え方

　ダイハツは、環境への負担が少ないスモールカーでお客様

の暮らしを豊かにしたい、そして、次の世代のために地球環

境を守る責任を果たしたいと考えています。

　ライフサイクルの観点から、すべての事業プロセスで環境

負荷の最小化に取り組むとともに、優れた環境技術の導入

を通じて、自然環境への負荷が軽いモビリティ社会の実現に

取り組みます。　

　地球と社会との共生が私たちの責務であるという想いを

実現するため、トヨタグループの一員として、2050年に向け

た長期目標「トヨタ環境チャレンジ2050」を共有し、その中

期目標に「ダイハツグループ※環境戦略2035」及び、短期目

標に「第8次ダイハツグループ環境取組みプラン」を策定し、

推進していきます。この環境戦略に沿って、カーボンニュート

ラルの実現、サーキュラーエコノミーの実現、ネイチャーポ

ジティブの実現を目指した活動に挑戦します。

　私たちダイハツグループで働く一人ひとりが高い環境保全

意識を持ってこの戦略を実行していきます。

環境への取り組み

ダイハツ工業株式会社 環境方針

2016 2021 2026 2035 2050

ダイハツ環境戦略2035

トヨタ環境チャレンジ2050

第6次
環境取組み
プラン

第7次
環境取組み
プラン

第8次
環境取組み
プラン

※ ダイハツグループ：子会社
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GRI 3-3

　「ダイハツグループ環境戦略2035」

は、CN（カーボンニュートラル）・CE

（サーキュラーエコノミー）・NP（ネイ

チャーポジティブ）・環境マネジメント

へのチャレンジを分野ごとに目標を

策定し構成しました。長期の目標は

「トヨタ環境チャレンジ2050」を共有

し、ダイハツならではの取り組みを進

めます。

  WEB：ダイハツグループ環境戦略2035ダイハツグループ環境戦略2035

取り組み分野ごとの環境戦略と関連するSDGs

CN（カーボンニュートラル）チャレンジ
　当社は、地球温暖化や気候変動の影響を軽減すべく、カーボンニュートラル（CN）を目指した活動として、ラ
イフサイクル視点で温室効果ガスの排出量低減に取組みます。自社での製造はもとより、原材料調達、輸送、製
品使用、廃棄処理等サプライチェーン全体での活動エネルギーを見える化し、その効率的削減に努めます。
　具体的には、生産、非生産、物流、国内販売会社でそれぞれ目標を設定しその実現を目指すとともに、
材料・部品の製造時、車両走行時に排出されるCO2削減に向けた取組みも進めます。

NP（ネイチャーポジティブ）チャレンジ
　ダイハツグループとして生物多様性の重要性を認識し、地域社会と連携した生態系の健全性の回復や情
報開示、自然を活用した社会課題の解決に取組みます。
　生物多様性保全と企業活動の両立を図り、生態系の損失を止めて反転させる「ネイチャーポジティブ」の
実現に貢献し、自然と共生する持続可能な社会を目指します。

CE（サーキュラーエコノミー）チャレンジ
　当社は、社会と環境の持続可能性を実現するため、直線型から循環型への経済システム転換を積極的に
推進します。3R※の視点、廃棄物削減や製品・素材の価値維持に加え、易解体性や材料の統一化など、リサ
イクルを前提とした設計・技術開発を進めます。
　今後の国際的な規制動向にも対応しつつ、自工会をはじめとする各種関連団体と連携し、循環型社会の
実現に貢献します。

環境マネジメント
　ダイハツグループの環境活動は、環境マネジメントシステムをベースとしております。
　具体的には、法令違反や環境事故・苦情の未然防止、化学物質管理の徹底、活動指標の高水準維持管理、
教育・啓発・コミュニケーションの強化です。
　これらの活動は、連結子会社に加え、今後連携強化が期待されるサプライチェーンへの拡大も視野に入
れていきます。

※3R：Reduce（発生抑制）、Reuse（再使用）、Recycle（再資源化）

関連するSDGｓ

関連するSDGｓ

関連するSDGｓ

関連するSDGｓ

環境への取り組み
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https://www.daihatsu.com/jp/csr/environment/policy/action.html


CNチャレンジ（Carbon Neutrality）

CEチャレンジ（Circular Economy）

カテゴリー 取組み項目 目標・実施事項

素材・部品におけるCO2排出量削減
●  素材、部品のライフサイクルCO2見える化に取組み、CO2削減アイテム選定、削減効果を検証
●  バイオ由来、リサイクル材や低CO2材料の採用、軽量化、設計改善等によりCO2排出量低減を推進

グローバル新車CO2排出量低減と燃費性能の向上
グローバル新車CO2排出量低減
 ①国内 ●  2030年燃費達成基準達成に向けた継続的な燃費向上を推進　　　　●  トップクラスの燃費性能を目指した開発
 ②海外 ● 現地インフラや社会情勢に適応したダイハツ燃費向上技術を展開

多様化するエネルギー源を活用したモビリティの開発 ●  電動車の技術開発とともに市場導入を推進
●  多様化するエネルギー源を活用し、社会構造の変化や自動車の使い方変化に対応した低炭素かつ多用なモビリティの開発

各国、各地域の都市大気環境改善に資する排ガス低減 ●  各国、各地域の都市環境改善に資する低濃度排出ガス技術の開発と着実な導入

CO2排出量削減

活動目標 ● グローバルCO2排出量（2019年度比）△50%
実施事項 ● 省エネ運用の強化
（生産） ●  SSCの追求による徹底した再エネ化　 ● 革新技術の開発と織込み
（物流） ● 省エネ機材への切替促進　●  輸送効率化の促進
（国内販売会社）　　● 既存販売店舗リノベーションによるZEB化推進

再エネ電力の導入拡大 活動目標 ● グローバル（消費電力ベース）50%以上
実施事項 ● 自前太陽光発電の導入拡大や最適な外部調達手法を組合せた再生可能エネルギーの導入

カテゴリー 取組み項目 目標・実施事項

3R配慮設計の推進 ● 3R配慮設計の拡大、モデル化で資源循環促進に貢献　● リサイクル設計の更なる推進　● 材料共通化、材料使用量削減

日本で培った廃車適正処理・再資源化技術による国際貢献 ● 各国リサイクル関連法規に遅滞なく対応

希少資源、廃車・廃部品の3R技術・システムの開発 ● 自動車リサイクルシステムへのLIB等出荷情報や資源回収推奨部品情報の掲載

自動車リサイクル材の採用拡大 ● リサイクルプラスチックの採用部品拡大　● リサイクルに適した材料の採用検討

第8次ダイハツグループ環境取組みプラン

ダイハツは「第8次ダイハツグループ環境取組みプラン（短期目標）」を策定し、2026年4月より取り組みを開始しています。
CN（カーボンニュートラル）、CE（サーキュラーエコノミー）、NP（ネイチャーポジティブ）、環境マネジメントを柱に、32項目で目標を設定しました。
また国内外連結子会社においても、ダイハツの環境取組みプランに沿った活動・目標を設定しました。

環境への取り組み
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第8次ダイハツグループ環境取組みプラン

環境マネジメント
カテゴリー 取組み項目 目標・実施事項

連結環境マネジメント
●  ダイハツグループ各社と連携した、効果的かつ効率的なマネジメント体制構築　
●   調達活動に関連するガイドラインの適宜見直しと展開（改定都度）
●   ISO14001規格変更（2026年3月）への確実な対応　●  ダイハツ販売会社環境認定制度の継続

リスク管理 ●  各国、各地域の環境法令順守と環境リスク未然防止活動の徹底強化

コミュニケーション
●  ダイハツグループグローバル環境連絡会の年次開催　●  ダイハツ単体では、環境保全事務局連絡会の年２回以上開催
●  ダイハツグループ各社との相互情報共有

教育・啓発 
●  環境教育の継続実施とダイハツグループ各社への展開　
●  環境月間活動展開等の情報発信による、ダイハツグループ各社を含む従業員の環境意識醸成

購入/使用する資材、車両部品、補給部品、および用品の入口での徹底管理 ●   購入/使用する資材、車両部品、補給部品、および用品に禁止物質が含有されていないことを、新規の購入計画時にそれぞれのしくみを使って確認する

化学物質管理業務のプレゼンス向上を狙いに、社員教育や啓発活動を推進
●  ダイハツ内で化学物質、およびその管理の仕組みについての教育資料（e-learning）を作成し、その維持管理の仕組みを確立する
●  各教育資料の受講対象者を明確にし、受講を確実にフォローすることで、化学物質管理に対する意識醸成を図る

仕入先様の化学物質管理の現状を把握し、支援が必要な仕入先様に対して
支援を行う

●  対象となる仕入先様に化学物質管理の自己診断シートを定期的に展開し、結果解析から仕入先様現状を評価、把握する
●  仕入先様支援（監査、およびそのフォロー）の要否を判断し、支援必要な全ての仕入先様に対し、支援を実施する

グローバルで廃棄物排出量の削減・管理（資源の有効活用） ●  ダイハツ： 19.5kg/台以下　●  グローバル： 39.0kg/台以下

プラスチック廃棄物排出量の削減・再資源化の促進（プラスチック資源循環促
進法対応、ダイハツのみで目標値設定） ●  ダイハツ：排出量2.7kg/台以下　●  ダイハツ：再資源化率70%以上

グローバルで取水量の削減・管理（水資源へのインパクトの最小化） ●  ダイハツ： 4.2m3/台以下　●  グローバル： 3.4m3/台以下

各国の排水基準に対して各社で確実な排水管理（規制値よりも厳しい自主
基準値での管理） ●  ダイハツ： 自主基準値以下　●  グローバル： 自主規制値以下

VOC（ボデー塗装）排出量の削減・管理（大気汚染の防止） ●  ダイハツ： 26.0g/m2以下　●  グローバル： 31.0g/m2以下

VOC（バンパー塗装）排出量の削減・管理（大気汚染の防止） ●  ダイハツ： 670g/m2以下　●  グローバル： 570g/m2以下

環境への取り組み

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

化
学
物
質
管
理

環
境
活
動
指
標

NPチャレンジ（Nature Positive）
カテゴリー 取組み項目 目標・実施事項

生態系の健全性の回復を図る活動の推進

地域特性に応じた活動を推進
取組み項目
1. 指標種選定と調査
2. 生息環境を維持、改善
3. 絶滅危惧種の保全
4. 侵略的外来種の防除
5. NPイベント実施　● ダイハツ2拠点で、全項目を推進（「自然と共生する拠点」）　● ダイハツ6拠点とグループ会社で、一部項目を選定し、推進

生物多様性に関する情報開示 活動成果を公式ホームページなどで報告

自然を活用した社会課題解決の推進 情報収集とスキームを確立

GRI 3-3

環境マネジメント35

環境負荷物質の管理38
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　ダイハツグループはグローバルで、環境事故や苦情、およ
びコンプライアンス違反ゼロを目指して環境保全活動に取り
組んでいます。その手段として、環境マネジメントシステム

（EMS）の国際規格であるISO14001を活用しています。国
内外の関係会社すべてが、ISO14001に準拠したEMSの仕
組みを使って活動し、それぞれの地域で信頼される会社を目
指していきます。
　こうした取り組みのもと、国内連結対象会社の生産子会社
すべてが認証を取得し、更新・維持しています。

環境法規制などに関するリスク管理
　生産活動に関係する環境法規制、条例などの制定・改正な
どに漏れなく対応するため、EMSを構築・運用しています。設
備導入においても、設備導入における環境保全やエネルギー
削減の事前検討（計画段階）、導入確認検査（稼働前）、社内
定期監査（稼働中）を業務の仕組みに組み込み、確実にEMS
のPDCAを回しています。重大な環境事案が発生した場合
は、社内リスクマネジメントシステムに従い、内容に応じて経
営層への速やかな報告、およびしかるべき組織にて対策実
施、完了までをフォローする体制を構築しています。

取り組み

GRI 2-12, 2-13, 2-16, 2-24, 2-27, 3-3, 308-1

基本的な考え方

　環境担当役員が議長を務め、全部長・部格室長、工場長

などをメンバーとする「全社環境WG」のもと、全社の環境マ

ネジメント強化を図っています。特に「第8次ダイハツグルー

プ環境取組みプラン」で掲げた環境マネジメントに関する取

組み項目に注力しています。

　ダイハツの企業活動によって生じる環境負荷は子会社や

取引先様も含んでおり、グループ全体での環境保全活動を

実施する必要があります。資本関係と業種により、関係する

会社を下図のようにグループ分けし、ダイハツグループ全体

の環境面でのマネジメントを推進しています。

環境マネジメント対象会社

情報共有
　年2回、海外を含むグループ全体での連携強化・情報共

有として、グローバル環境会議を2025年度から開催して

います。

サプライチェーンでの取り組み
　「ダイハツグリーン調達ガイドライン」は、「ダイハツグルー

プ環境取組みプラン」を踏まえ、企業が考慮すべき環境課題

を幅広く扱い、取引先様に必要な対応をお願いしています。

国内販売会社での取り組み※

　販売会社の申請に基づき、当社の審査員が環境マネジメ

ント体制や環境保全の取り組みを現地で審査し、基準を満

たした販売会社を「ダイハツ・クリーンマネジメント・ディー

ラー」と認定しています。認定の有効期間は3年間で、その

間も年1回の自主診断を通じて改善を進め、環境への取り組

みを強化しています。

ダイハツグループ内での取り組み

  PDF：ダイハツグリーン調達ガイドライン

ダイハツ

生産会社 
11社

販売会社
58社

非生産会社 
4社

生産会社 
12社

非生産会社 
5社

国内 海外 ※出資比率にかかわらず国内販売会社全社対象

（2026年9月末現在）

 P.42「国内販売会社での取り組み」をご参照ください。

 「サステナビリティ推進体制」についてはP.26をご参照ください。

環境マネジメント体制

環境マネジメント

2025年度実績
法令違反１件（解決済み）
環境事故､異常･苦情０件
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　ダイハツの環境教育は、従業員一人ひとりが環境保全活動

への知識と理解を深め自ら進んで行動する「環境意識の高い

人づくり」を目的とし、従業員の業務内容に応じて体系的に

行っています。

環境月間  

　毎年6月を「環境月間」と定め、環境意識の向上に向け

た取り組みを展開しています。その一環として、社長による

環境メッセージを発信

し、グループ全体で意識

共有を図っています。

取り組み

基本的な考え方 環境教育

　新入社員や従業員を対象に、「受入教育」「一般教育」を

実施し、仕事と環境との関わりや責務について、各事業場の

教育担当者が中心となって教育しています。また、環境取り

組みを推進する従業員には、「環境マネジメント教育」「順法

研修」などの専門教育も行っています。

※1 階層別研修：
〈M1〉SQCDにEを織り込める、バランスの良い管理職の育成：環境取組みプランの理解と実行
〈C2〉環境保全活動への理解と法を守る人の育成：環境法規の概要と社内ルール
〈新任職長級〉環境保全活動への理解と法を守る人の育成：環境関連法と環境異常ヒヤリ事故の防止
〈新入社員〉企業が取り組む環境保全活動の理解：地球環境問題の基礎知識、車の環境性能について など

※2 常駐事業者・請負事業者への情報伝達、納入事業者への情報伝達、工事を行う元請事業者への情報伝達
※3 スタッフ安全・環境教育：環境法規の概要、環境保全事前検討、エネルギー事前検討、化学物質事前検討

内部監査員研修会

社内へ発信した社長メッセージ

種類 自覚教育 力量教育
主催 環境室 各サイトの環境保全事務局 環境室
対象 すべて 該当者 実務者・管理者 監査員
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GRI 2-24, 3-3

教育・啓発

２２００２２６６年年６６月月１１日日

２２００２２６６年年ダダイイハハツツググルルーーププ環環境境月月間間社社長長メメッッセセーージジ

皆皆ささんん、、ここんんににちちはは。。日日頃頃のの環環境境へへのの取取りり組組みみにに、、ままずずはは感感謝謝をを申申しし上上げげまますす。。

今今年年もも「「正正ししくく仕仕事事ををすするる」」とといいうう原原点点をを忘忘れれずず、、法法令令・・ルルーールルのの遵遵守守とといいうう

““守守りり””とと、、未未来来にに向向けけたた““攻攻めめ””をを両両立立ささせせてていいききまますす。。

ああわわせせてて、、昨昨年年策策定定ししたたココーーポポレレーートトアアイイデデンンテティィテティィ「「わわたたししににダダイイハハツツメメイイ。。

小小ささいいかかららここそそででききるるこことと、、小小ささいいここととかかららひひととつつずずつつ。。」」をを土土台台にに、、小小ささなな車車をを中中心心とと

ししたたモモビビリリテティィカカンンパパニニーーへへのの再再生生をを着着実実にに進進めめてていいききまますす。。

今今年年 月月ににはは、、商商用用 のの製製造造販販売売をを開開始始ししままししたた。。ダダイイハハツツはは、、おお客客様様のの生生活活にに寄寄りり

添添っったた良良品品廉廉価価なな軽軽商商用用車車をを提提供供すするるととととももにに、、物物流流業業界界のの CCOO₂₂排排出出量量削削減減にに貢貢献献すするるここ

ととでで、、ママルルチチパパススウウェェイイのの考考ええ方方にに基基づづくくカカーーボボンンニニュューートトララルルのの実実現現ををめめざざししてていいききまま

すす。。今今後後もも、、軽軽ななららででははのの強強みみををいいかかししななががらら、、環環境境負負荷荷のの低低いい商商品品づづくくりりをを進進めめてていいきき

まますす。。

ささららにに近近年年、、世世界界でではは企企業業単単体体だだけけででななくく、、部部材材調調達達やや物物流流・・販販売売ままででをを含含めめたたササププ

ラライイチチェェーーンン全全体体ででのの排排出出（（ ））把把握握とと削削減減がが強強くく求求めめらられれてていいまますす。。

ここのの動動ききをを受受けけてて、、ダダイイハハツツググルルーーププととししててもも日日本本だだけけででははななくく、、イインンドドネネシシアア・・ママ

レレーーシシアアををははじじめめととししたた海海外外もも含含めめ、、皆皆でで環環境境へへのの責責任任をを果果たたししてていいくく姿姿勢勢ががまますすまますす重重

要要ににななりりまますす。。

迅迅速速なな情情報報共共有有、、会会社社機機能能のの壁壁をを越越ええてて課課題題にに向向きき合合うう““現現場場主主義義ののチチーームムワワーークク””

ををささららにに磨磨きき、、一一つつひひととつつのの会会社社・・職職場場のの小小ささなな改改善善をを、、連連結結全全体体のの確確かかなな前前進進へへととつつなな

げげてていいききままししょょうう。。

環環境境月月間間ととはは、、環環境境のの日日（（ 月月 日日））をを含含むむ 月月をを、、国国民民やや事事業業者者のの環環境境保保全全へへのの関関

心心をを高高めめるるたためめにに環環境境省省がが定定めめたたももののでですす。。私私たたちちももここのの機機会会にに、、身身近近ななととこころろかからら環環境境

をを考考ええ、、自自分分ににででききるる行行動動をを見見つつけけてていいたただだききたたいいとと思思いいまますす。。

ダダイイハハツツググルルーーププ方方針針ののももとと、、ダダイイハハツツググルルーーププででワワンンチチーームムととななっってて環環境境課課題題にに取取

りり組組んんででいいききままししょょうう。。皆皆ささんんのの力力をを合合わわせせてて、、よよりり良良いい未未来来ををつつくくっってていいききたたいいとと思思いい

まますす。。よよろろししくくおお願願いいいいたたししまますす。。

代代表表取取締締役役社社長長
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ダイハツ工業 海外関係会社
国内関係会社

ダイハツグループ環境ポータルシステム

官庁届出関連
順法支援
ポータル

ヒヤリ・
異常苦情

DESNEN※
ダイハツグループ
環境データ
システム

CO2削減・
省エネ事例集

環境
マネジメント・
自然共生

再生可能
エネルギー

　ダイハツは、関係会社※とのコミュニケーションを強化し、

環境戦略の目標達成に向けた取り組みを進めるため、環境情

報を共有するインフラを構築しています。このシステムの運用

により、人手に依存していた環境パフォーマンスデータの収

集の効率化や、各情報のライブラリ化が実現でき、環境への

取り組みの質の向上にもつながっています。

関係会社と環境情報を共有できる
インフラを構築

※ 子会社、持分法適用会社、重点会社（出資関係はないが重要な会社）、国
内販売会社

GRI 2-24, 2-25, 3-3

ダイハツ環境コミュニケーションシステム

※DESNEN : Daihatsu Environmental data System of NEw Network

環境マネジメント

名称 内容
官庁届出関連順法支援

ポータル
官庁届出に関連する「安全」「消防」「高圧ガス」「電気」「建築」「動力」「エネルギー」に関する法律や
条例の一覧と内容、その解説書や教育資料を掲示

ヒヤリ・異常苦情 ヒヤリ（事業所の敷地内で発生した重大な災害につながりかねない事象）や異常苦情（事業所の敷地外に
影響を及ぼす事故）についての情報を提示・共有

DESNEN ダイハツグループ
環境データシステム

関係会社からエネルギー使用量・廃棄物量・水使用量・VOC排出量などの環境パフォーマンスデータを集約・
管理

CO2削減・ 省エネ事例集 2035年の生産カーボンニュートラル達成に向けたダイハツの工場および生産子会社でのCO2排出削減事例
や省エネ事例の共有

環境マネジメント・自然共生 環境マネジメントや自然共生への取り組みに関する情報の発信と共有

再生可能エネルギー 太陽光発電をはじめ再エネの活用に関する情報の発信と共有
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GRI 305-7

　ダイハツは、生産活動における環境負荷物質の取り扱いに

ついて、環境取組みプランのほか、各種法規制に則り、適正

に管理・低減しています。

　工場の排出ガスには、大気汚染防止法により設備ごとに

規制値が設けられています。ダイハツは、生産工場からの排

出ガスによる大気汚染を防ぐため、ボイラーや暖房機の排出

ガスを定期的に測定・監視することで、SOx（硫黄酸化物）

やNOx（窒素酸化物）の濃度を規制値よりはるかに低いレ

ベルで維持・管理しています。

基本的な考え方

VOC低減の取り組み

　大気汚染の原因となるVOC※3の排出については、環境取

組みプランのもと、主たる排出工程である塗装工程において、

各種排出量削減活動を実施してきました。塗料の塗着効率を

向上させるための自動化、ロボット化、静電化や、機器洗浄

後のシンナー回収などです。また、VOCを抜本的に削減する

ため、京都（大山崎）工場およびダイハツ九州（株）大分（中津）

工場では、中・上塗塗料の水性化も実施しています。さらに、

生産活動で取り扱う化学物質については、法規制などに従っ

て定めた使用禁止物質などの入口管理を行っています。

取り組み

環境計量証明事業所（大阪府登録）

　ダイハツは、水・大気・土壌中の汚染物質の濃度などを正

確に計量し、その結果を公的に証明することのできる「環境

計量証明事業所」として大阪府に登録しています。社内の環

境測定担当部署がその役割を担い、ダイハツの企業活動に

よって発生する各種の排出ガスや、排水の中に含まれる有害

物質が法定の基準値を超えないよう、サンプリングと化学分

析を行い、各事業所と連携しながら環境異常の未然防止に

努めています。また、従業員の健康を守るため、有資格者に

よる作業環境測定も行っています。

規制・基準

本社（池田）工場
● 大気汚染防止法
● 大阪府条例

京都（大山崎）工場
● 大気汚染防止法
● 京都府条例

滋賀（竜王）工場
● 大気汚染防止法
● 滋賀県公害防止条例

ダイハツ九州株式会社 
大分（中津）工場

● 大気汚染防止法
● 大分県条例

大気汚染防止

　購入資材や部品に含まれる化学物質を調査、入口管理し、

法規や社内規程で定めた使用禁止物質が含まれていないこ

とを確認しています。

基本的な考え方

サプライチェーン全体での管理強化  

　購入部品に含有する化学物質はIMDS※1で管理し、世界

各国の化学物質に関する規制に対応しています。
　生産工程・事業所で使用する資材はPRTR-WORLD※2に

よって管理し、各国の規制に対応するとともに、届出対象と
なる化学物質の排出・移動量を把握し、適切に行政に届出し
ています。 
　国内外の関係会社でも同様の化学物質管理を行うために、
定期的な情報共有やサポートを行っています。
　仕入先様にも化学物質管理の重要性を理解いただくため、
自動車業界団体で作成した自己診断シートを用いて、管理レ
ベルの把握と維持・向上を図っています。

取り組み

※1  International Material Data System：自動車業界向け材料データシス
テム

※２  PRTR-WORLD：PRTR（Pollutant Release and Transfer Register）法
に基づく化学物質届出の行政報告支援、国内外の法令適合性チェックを行
うシステム（（株）日立製作所提供）

※3  Volatile Organic Compounds：揮発性有機化合物。塗料などに含まれ
るトルエン、キシレンなどが代表的な物質全事業所

● 化学物質排出把握管理促進法
●  化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律
● 日本自動車工業会自主規制
● 社内規程（図面品質確保）

規制・基準

化学物質

環境負荷物質の管理
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GRI 303-1, 303-2

　ダイハツグループでは、事業活動における水環境への影響

を最小化するべく、水使用量の削減や排水の浄化による還

元・再利用など、さまざまな取り組みを進めています。

水使用量削減

　ダイハツグループでは、車両生産拠点で塗装工程を中心

に、水使用量の削減活動を推進しています。前処理・電着洗

浄工程では、洗浄に使った水を有効に活用するなど、再利用

を徹底して使用量削減に努めています。また、革新技術のダ

ンボールフィルター式塗装ドライブースを開発・導入し、従

来の未着塗料回収方法である水シャワー式（気液混合）回

収から、ドライフィルターとすることで水使用量削減も図って

います※。このように数々の水使用量削減活動により、1995

年当初は1台当たり6m3だった水使用量が現在では半分以

下となりました。今後も、SSC（シンプル・スリム・コンパクト）

なクルマづくりをさらに究めて水使用量の最小化を図り、水

資源の保全に貢献していきます。あわせて、各拠点の立地や

水資源の状況など地域特性も踏まえながら、水使用にともな

うリスクの把握と適切な管理に努めています。

排水浄化・利用

　滋賀（竜王）工場では、琵琶湖の水質を守るため、大規模

な工場排水の浄化設備である「アクアセンター」を設置し、

工場排水をほぼ飲めるレベルまで浄化して放流しています。

また、同工場では、構内の排水処理場で浄化した水を湿式

集塵機の用水に再利用しています。海外生産拠点があるイン

ドネシア・マレーシアでは、工場排水が下流にある飲料水採

取場に影響を及ぼすことのないよう、排水に細心の注意を

払っています。

本社（池田）工場
● 水質汚濁防止法
● 池田市協定

京都（大山崎）工場
● 上下水道法施行令
● 大山崎町公共下水道条例

滋賀（竜王）工場
● 水質汚濁防止法
● 滋賀県条例
● 竜王町公害防止協定書

※ 当該技術は2022年12月に一般財団法人 機械振興協会主催の機械振興
賞を受賞しています。

　ダイハツグループでは、各工場とも国や自治体が定める排

水基準を上回る自主基準を設定し、クリーンなレベルまで浄

化を行った後に放流しています。

　また、排水先の特性や地域の水環境にも配慮しながら、

継続的に水質の維持・管理に取り組んでいます。

排水基準

滋賀（竜王）工場第3アクアセンター　 アクアセンターで浄化された後の工場排水

基本的な考え方

規制・基準

水資源

取り組み

環境負荷物質の管理
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　ダイハツグループは「環境への取り組み＝企業が持続する

ための経営戦略」と捉え、日本政府が発表した目標である

2050年のカーボンニュートラル実現に向けて、製品・生産・

物流などあらゆる分野でCO2排出削減に取り組み、低炭素

社会の構築に注力しています。　

　製品のカーボンニュートラルについては、最適なタイミン

グで国内で販売する車両を電動化し、走行時のCO2排出削

減を一層推進します。さらに、並行して、素材・部品に関す

るCO2や燃料製造時に排出されるCO2を削減する技術の

研究開発も進め、2050年のカーボンニュートラル実現を目

指します。

　生産においては、2035年に生産カーボンニュートラルを

達成する目標を掲げ、「SSC（シンプル・スリム・コンパクト）

の追求による徹底した省エネ化」「革新技術の開発と織り込

み」「再エネの活用」の3つのテーマに重点を置いてCO2排

出削減を図っています。さらに、非生産や物流の領域でも取

り組みを進め、2035年までに生産・非生産・物流の3分野を

合わせて、2019年比でCO2排出を68％削減する目標です。

2050年カーボンニュートラル実現に向けて ダイハツの電動化への取り組み
　ダイハツは農林水産業、建設業、配送業など幅広
い業種のお客様に対して、「働く相棒」としての軽商
用車をつくり続けてきました。また、1960年代には
他社に先駆けBEVを開発し、商用車の電動化にも
積極的に取り組んできました。
　ダイハツ初の量産BEV「e-ハイゼット カーゴ」、「e-
アトレー」を2026年2月から販売しています。新開
発の軽自動車に適したBEVシステム「e-SMART 
ELECTRIC」を搭載し、一充電走行距離WLTCモー
ド（国土交通省審査値）257kmを達成するとともに、
運転者の負担軽減につながるBEVならではの高い
基本性能（走行性能、乗り心地、静粛性）も実現し
ました。
　今後もお客様の生活に寄り添った良品廉価な軽
商用車を提供するとともに、物流業界のCO2排出
量削減に貢献することで、マルチパスウェイの考え
方に基づいたカーボンニュートラルの実現を目指
します。

走行時のCO2排出削減

　適切なタイミングで、国内で販売する新車をHEV(ハイ

ブリッド車)やBEV（バッテリー式電気自動車）などの電動

車両へと切り替えます。その準備として、技術開発や普及に

向けた営業・サービス体制の構築などにも力を入れて取り

組んでいます。また、車 両 電 動 化に続けてZEV（Zero 

Emission Vehicle：走行時にCO2などの排出ガスが一切

発生しない自動車）やカーボンニュートラル燃料車の検討

を進めています。

素材・部品におけるCO2排出削減

　まずは主要部品からCO2の見える化に取り組み、排出量

算定の精度を高め、排出量削減につながるアイテムの創出

や管理方法の仕組み化を今後進めていきます。その後確立

された知見やシステムを全車両に展開していきます。

目標
2050年までにカーボンニュートラル達成を 
目指す

基本的な考え方と目標 製品における取り組み
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CO2吸収

CO2

生産 CO2

排出量

2013年 2020年 2030年 2035年 2050年

モノづくりを根本から革新するチャンス

1

1

2

3

2

3

SSC（シンプル・スリム・コンパクト）の追求による
徹底した省エネ化
革新技術の開発と織込み

再エネの活用

生産カーボンニュートラル早期化生産カーボンニュートラル早期化

　ダイハツグループは、従来2050年をターゲットにしていた

「生産カーボンニュートラル」の実現をトヨタグループの一員

として大きく前倒しし、生産工場から排出するCO2削減を進

めます。この高い目標を達成するために、2022年1月に専門

組織として「生産・物流カーボンニュートラル推進室」を設け、

「SSC（シンプル・スリム・コンパクト）の追求による徹底した

省エネ化」「革新技術の開発と織込み」「再エネの活用」の三

本柱活動として取り組んでいます。

バイオ燃料の活用

　グループ会社の鋳造部品メーカーであるダイハツメタルと

ダイハツは、鋳造工程で使用する鋳造設備であるキュポラ溶

解炉からのCO2排出量削減に向け、共同でカーボンニュート

ラルなバイオマス燃料である「バイオブリケット」の製造技

術を開発・確立し、キュポラ溶解炉での使用を開始しました。

　原料としては、工場のある島根県出雲市の地域資源である

廃菌床やバーク（樹皮）を使用し、株式会社コヤマにて確立

した技術を用い、製造工場を立ち上げました。地元の自治体

や企業と連携することで、安定的に地域からの資源を調達で

きる体制を整え、資源調達からバイオマス燃料の製造と活用

までを一貫して行うエネルギー循環モデルを構築しました。

　今後もダイハツメタルとダイハツは、地域の活性化と環境

に優しい鋳造工場の実現を目指し、カーボンニュートラルに

向けた取り組みを推進することで、持続可能な地域社会づく

りに貢献していきます。

太陽光活用と再エネ拡大

　再エネ導入において太陽光パネル設置を推進しています。

今後は、さらなる太陽光パネルの活用を目指し、蓄電池を併

用した太陽光発電システムの導入を計画しています。

　また、さらなる再エネの利用拡大に向けて、自社外敷地で

のオフサイト発電（V-PPA）にも取り組んでいます。

水素の活用

　2035年の生産カーボンニュートラル達成に向けて、都市

ガスから水素などへの燃料転換の検討を開始しています。導

入にはさまざまな問題（安全、コストなど）があるため、まず

はトライ導入・開発を行います。

基本的な考え方

取り組み

生産における取り組み

目標
2035年までに生産カーボンニュートラルを
目指す

きのこ
農家 廃菌床

バーク
（樹皮）

バイオ
ブリケット

キ
ュ
ポ
ラ
溶
解
炉

自
動
車
部
品

加工

加工

CO2
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自動車技術を活用したエネルギーグリッドの開発

　販売会社などの中小規模店舗のCO2排出削減への貢献を

目指し、太陽光発電などの再エネを効率的に活用するための

電力変換システムを開発しています。これは、地域や施設単

位で電力を最適に使う仕組みと、電力を効率良く変換・制御

する装置を組み合わせたもので、一般的な市販システムに比

べてエネルギーロスの低減が期待できます。車載技術や部品

を活用することで、高品質で導入しやすいシステムの実現を

目指しています。

　九州開発センター技術館だけでなく、トヨタ自動車九州株

式会社や前田建設工業株式会社とも実証実験を重ねており、

将来的には外部からの電力供給への依存を抑え、地域やコ

ミュニティ単位で電力を賄える仕組みにつなげていきます。ま

た、他の工場や店舗などの小規模な事業所などへ横展するこ

とも視野に入れ、カーボンニュートラルの実現に向け、取り組

みを加速させていきます。

エネDIET活動
　地道な省エネ活動を自分

事として実践するための啓発

キャンペーン「エネDIET活

動」を推進し、全従業員で省

エネに取り組みます。

　国内の販売会社においては、CO2削減目標の達成に向け

た2035年までの各社ごとのシナリオ（ロードマップ）を策定

し、店舗の状況に応じたカーボンニュートラルへの取り組み

を本格的にスタートしました。

取り組みの方向性
①省エネ運用の強化（節電など）・・・・・・・・・・ 全店舗

②CO2削減に向けたリノベーション・・・・・・・・ 既存店舗

③ZEB化（省エネ構造＋創エネルギー）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 新築店舗

国内販売会社での取り組み

構想例：エネルギーグリッド　イメージ構想例）グリッド　イメージ

電気をつくる

電気をためる
電気をつかう

太陽光発電
発電所からの
電力

発電機

蓄電池

パワコン

オフィス、店舗　etc.

店舗内で電力を
自給自足し

カーボンニュートラル
に貢献

　ダイハツでは、非生産部門でもエネルギー使用量を低減す

る取り組みを推進しています。具体的には、事務所や研究開

発および試験施設、福利厚生施設などの建物で使用するエ

ネルギーを低減する取り組みと、社用車や試験で用いる燃料

を低減する取り組みを行っています。

　目標達成のため、2023年から専門部会を立ち上げ、照明

や空調に必要なエネルギーの低減や再エネへの置き換えな

どの取り組みを強化しています。

基本的な考え方

取り組み

非生産における取り組み

目標
2035年までに非生産部門のCO2排出量を
2019年比で14％削減を目指す
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基本的な考え方

　ダイハツグループでは、物流で排出されるCO2の総量削減

を進めるべく、2022年から専門組織を立ち上げ、従来よりも

一層取り組みを強化しています。

輸送用車両の電動化・低燃費化

　部品輸送を担う子会社が保有するフォークリフトを、化石

燃料を動力源とする車両から電動化車両に置き換えていきま

す。さらに、部品を輸送する大型トラックも最新の低燃費車

両へ順次更新していきます。完成車輸送を担う子会社では、

完成車を運搬するキャリアカー

の積載率を向上させるととも

に、キャリアカーを牽引するトラ

クターヘッドを最新の低燃費車

へと更新していきます。

コンパクトだからこその特性を活かした
鉄道輸送モーダルシフト

　ダイハツの主力製品である軽自動車は、全長3.4m以下の

コンパクトさを活かして鉄道コンテナに積載できます。この特

性を活かし、当社はトラック輸送に比べてCO2排出量の少な

い鉄道輸送を進め、モーダルシフトによる環境負荷低減に取

り組んでいます。1996年から京都貨物駅（梅小路）～新潟

貨物ターミナル間で鉄道輸送を実施し、現在は８路線で運用

中です。さらに、2025年2月からは、北越コーポレーション

（株）、日本通運（株）、日本貨物鉄道（株）と共同で、小型車

の異業種ラウンドマッチング輸送を開始しています。今後も、

小さいからこそできる鉄道輸送を広げ、CO2削減につなげて

いきます。

取り組み

部品輸送を担う子会社では、ハイブ
リッド大型トラックと電動フォークリフ
トの導入を順次進めています

異業種ラウンドマッチング輸送のイメージ図

コンテナからの車両荷下し

関西地区
の顧客 北越コーポレーション

新潟工場

ダイハツ
販売会社

ダイハツ工業
京都（大山崎）工場
滋賀（竜王）工場

京
都
貨
物

焼
島

京
都
貨
物

焼
島

物流における取り組み

目標
2035年までに連結物流子会社が
排出するCO2を10％削減
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GRI 306-1, 306-2

基本的な考え方

　自動車の製造には、鉄、アルミニウムなどの金属のほかに、

樹脂、ガラス、ゴムなどさまざまな資源が使われます。ダイハ

ツは、より“少”ない資源でつくれる小さなクルマづくりを目指

しています。

　同時に、廃車から回収される資源を再び自動車製造の原

料として使用する2050年「Car to Car リサイクル」に向けて、

これまでの開発・設計段階より、3Rしやすい車を開発するこ

とによる、 “少” 資源のクルマづくりを、継続深化していきます。

　日本の自動車リサイクル法のもとでは、ユーザー・政府・解

体業者・処理業者・自動車メーカーが連携し、車両の99％が

リサイクルされています。自動車メーカーがあらかじめ解体し

やすい設計にしておくことも、その一環であり、分別回収によ

る資源循環につながります。

基本的な考え方

解体性マークなど表示設定

　ダイハツは、解体時の作業性向上と資源循環の促進に向

けて、「解体性向上マーク」を活用しています。ドアトリムの

取り外し位置や燃料抜き取り位置、大型部品の解体ポイント

をわかりやすく示すことで、解体作業を効率化しています。こ

うした工夫により、部品の適正処理や材料の分別回収を進

め、再資源化の促進につなげています。

取り組み

内装材（ドアトリム）を引き剥がすための手かけ位置を表示 解体性向上マーク

リサイクルに適した材料の開発

　リサイクルに適したプラスチックである熱可塑性樹脂の開

発を進め、自動車製造に必要な材料の統合化を図り、材料

種類の削減に取り組んでいます。

リサイクル素材活用に向けた電炉鉄の採用拡大

　エンジン、トランスミッションの一部の部品に一般的な高

炉鉄に比べてCO2排出量が約4分の1の電炉鉄を採用してい

ます。今後は、さらなるCO2削減に向け電炉鉄の採用拡大を

進め、主要材料におけるリサイクル材の活用拡大と、活用状

況の把握を進めていきます。
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鉄製造プロセスによるCO2排出量の違い

製品設計段階での自動車リサイクルの取り組み
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　これまでダイハツは生産時に発生する金属くずや廃プラス

チックなどの再資源化に取り組み、工場から出る廃棄物の

97.4％をリサイクルしてきました。一方で、廃棄物を再資源

化するには回収や運搬、処理にエネルギーが必要です。そこ

で、ダイハツは廃棄物の発生量そのものを減らす「リデュー

ス」に重点を置き、資源の有効利用を進めています。

基本的な考え方

直接埋立
完全
ゼロ化

中間処理
売却

無償・
逆有償

2.6％

0.0571％
・ 金属くず
・ 廃油
・ 廃プラスチック など

・ 汚泥
・ 廃プラスチック
・ 廃油 など

廃棄　2.6％

発生量
51,111t

再資源化　97.4％

　74.4％

23.0％

2025年（暦年）データ
排出物の処理フロー※

※対象範囲：ダイハツ工業生産拠点およびダイハツ九州

廃棄物削減

　プレス機で鉄板から部品を打ち抜く際は、金型の配置や

鉄板の寸法を工夫することで、金属くずの発生を抑え、少な

い材料とエネルギーで効率よく生産しています。ダイハツは

このように、廃棄物の削減に加え、より少ない材料でクルマ

をつくる技術開発を進めています。

ドライブシャフト荷姿改善による廃棄物削減

　高い充填率および再使用可能な基本条件を満たしたうえ

で、さらなる軽量化を狙い、ドライブシャフト専用トレーの開

発・使用により、ドライブシャフト梱包資材の廃棄物の量を

97.4％（重量比）削減しました。あわせて、梱包材についても、

使い捨て資材の削減やリターナブル化を進め、資源循環の

観点から継続的な改善に取り組んでいます。

取り組み
●  荷姿の改善（シンプル化）
外箱：ダンボール（使い捨て）

→鉄パレット（再使用可）
固定：汎用資材（使い捨て）

→専用トレー（再使用可）

●  充填率の改善（スリム化）

回収時のトレー

資材使用量削減

外箱（ダンボール）
汎用受け資材

緩衝材

ポリシートなど ポリシートなど

削減

従来 改善後
資材廃棄量削減

スリム化 スリム化
ポリシートなど

97.4%削減
（重量比）
シンプル化

高密度充填化

折りたたみ構造で回収時
輸送効率アップ

改善後の荷姿

従来の荷姿

生産

CEチャレンジ GRI 306-2

D
A

IH
A

T
SU

 Su
sta

in
a

b
ility R

e
p

o
rt 2

0
2

6

45

環境
SECTION 4

トップメッセージ

ダイハツ工業とは
SECTION 1

ダイハツ工業のストーリー
SECTION 2

環境
SECTION 4

社会
SECTION 5

コーポレートガバナンス
SECTION 6

ダイハツ工業の
サステナビリティ

SECTION 3

環境への取り組み31

環境マネジメント35

環境負荷物質の管理38

CNチャレンジ40

CEチャレンジ44

NPチャレンジ47



基本的な考え方

取り組み

GRI 203-1, 306-2

　ダイハツは、自動車リサイクル法の仕組みづくりに積極的

に参加・協力するとともに、関係事業者と連携し、制度の定

着やリサイクル率の向上に取り組んでいます。あわせて、リサ

イクル技術の高度化や、将来の電動車の普及に備えたスキー

ムづくりも進めています。

3品目（エアバッグ類、フロン類、シュレッダーダスト）
の引き取り、リサイクルの実施

　ダイハツは、エアバッグ類、フロン類、シュレッダーダスト

の適正処理に取り組んでいます。エアバッグ類とフロン類

は、一般社団法人自動車再資源化協力機構を通じて、効率

的な引き取りとリサイクル（フロン類は破壊）を実施してい

ます。シュレッダーダストは、豊通リサイクル株式会社の

ASR再資源化事業に参画し、他自動車メーカーと共同で引

き取り・リサイクルを進めています。あわせて、エアバッグ類

の一括作動処理コネクターの全車搭載や、フロン類の代替

冷媒への切り替えなど、適正処理しやすい仕組みづくりも

進めています。

処理困難部品への活動

　一部の樹脂外板部品には軽量化を目的にガラス繊維や炭

素繊維を使用した部品があり、リサイクル処理が困難となっ

ています。ダイハツでは独自に販売会社から処理困難部品を

回収して処理しています。

再生プラスチックの活用

　2024年9月、ダイハツが加盟する日本自動車工業会は、

再生材の供給・活用促進に向けた「2050年長期ビジョンと

中長期ロードマップ（含む 自主目標値）」を策定・公表しまし

た。ダイハツは、この目標の達成に向けて、再生プラスチック

の使用拡大を進めています。今後は、再生プラスチックをは

じめとするリサイクル材について、主要部品における採用拡

大を進めるとともに、使用量や使用率の把握・開示の充実に

も取り組んでいきます。

修理交換済みバンパーリサイクル

　販売会社で発生する修理交換済みバンパーを全国の販売

会社から回収し、破砕・溶融・再ペレット化し、シートアンダー

トレイ、エンジンアンダーカバーなどのダイハツ車の部品とし

てリサイクルしています。

電動車に対応した資源循環の推進

　HEVやBEVに搭載されるリチウムイオンバッテリー（LiB）

については、一般社団法人自動車再資源化協力機構（自再

協）を窓口とする共同回収システムに参加し、適正処理を進

めています。将来の電動車普及を見据え、関係機関と連携し

ながら、回収・リサイクルの仕組みの充実を図ります。

樹脂外板部品（バックドアなど） コペン限定車（CFRP 製ルーフ）

例：シートアンダートレイ

修理交換済みバンパーの回収　 再生ペレット 自動車部品

使用済み自動車のリサイクルの取り組み
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　ダイハツは「ダイハツ サステナビリティ基本方針」に基づ

き、持続可能な地球・社会の実現に向けた取り組みを進めて

います。その一環として、2016年1月にダイハツ「生物多様性

ガイドライン」（自主方針）を取りまとめました。ガイドライン

は生物多様性に関する取り組みの基本的な考え方と3つの

取り組み項目（技術による貢献、社会との連携･協力、情報

開示）で構成されており、このガイドラインに沿って生物多

様性の具体的な取り組みを展開しています。

基本的な考え方

　生物多様性の重要性を認識し「ダイハツ サステナビリティ

基本方針」に基づき、住みよい地球・豊かな社会の実現とそ

の持続的な発展を目指し、自動車およびその関連事業、社

会課題への貢献などにおいて、生物多様性に取り組みます。

ダイハツ「生物多様性ガイドライン」

技術による貢献
ダイハツは緑化技術や環境技術などの可能性
を追求することにより、生物多様性と企業活動
の両立を目指します。

社会との 
連携・協力

ダイハツは地域社会・NPOなど、生物多様性
に関係する社会の幅広い層との連携・協力関
係を構築することを目指します。

情報開示

ダイハツは企業活動と両立する生物多様性に
関する自主的な取り組みや成果を開示するこ
とにより、広く社会と共有し、もっと持続可能
な社会の発展に寄与することを目指します。

生物多様性の保全

取り組み

　自動車産業は、資源調達、土地利用、製品使用や事業活

動にともなう温室効果ガス排出などを通じて、直接的・間接

的に生物多様性へ影響を与えています。そこで、ダイハツグ

取り組み 概要

河川・水辺の清掃活動 猪名川クリーン作戦、桂川流域クリーン大作戦、江原川自然環境保護活動、有馬川クリーン作戦など
を通じた、水辺の生態系保全

森林・竹林の保全 地域由来のどんぐりやコバノミツバツツジの育苗・植樹、地域と連携した森林整備などの森林保全。
また、竹の子狩り、竹の蹴倒しなどの竹林保全

ビオトープ・水路の保全 ビオトープや水路での環境整備や外来種防除など、生息環境の維持・改善

生きもの調査 春・秋の生きもの調査会や指標種調査を通じた生態系の状況把握

希少種の保全 ヤマトサンショウウオやイヌタヌキモなどを対象とした保全活動

従業員・家族向け環境学習 環境学習会などの体験学習を通じた、生物多様性の啓発や理解促進

子ども向け体験・学習活動 こどもエコクラブ全国フェスティバルやくるめ生きもの探検隊などを通じた、次世代への環境学習
機会の提供

地域イベントでの啓発・発信 川西市環境フェスタ、久留米市WEB環境フェア、ひょうごユースecoフォーラムなどでの生物多様性
の啓発やネイチャーポジティブ活動の紹介

工場や見学施設イベントでの発信 ダイハツ竜王フェスタやヒューモビリティワールド夏休みイベントなどでのネイチャーポジティブ活
動の紹介、ワークショップの実施

外部団体・取引先様との連携 自治体、市民団体、博物館、取引先様などとの連携による保全活動や交流

他社・外部組織との
知見共有、知識習得 オールトヨタ自然共生WGへの参画による知見共有、外部セミナーなどへの参加を通じた知識習得

2025年の活動実績

ループでは、従業員や地域住民・自治体、市民団体、有識者

と連携しながら、地域特性に応じた生物多様性保全活動を

進め、ネイチャーポジティブの実現につなげていきます。

NPチャレンジ GRI 101-1, 101-2, 101-4, 101-5, 101-7
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GRI 101-2, 101-4, 101-5, 101-7

「自然と共生する拠点」の推進

　滋賀（竜王）地区および西宮部品センターでは、「自然と共

生する拠点」を目指した活動を進めています。生物調査結果

をもとに指 標

種を選定し、生

息環境の維持・

改善や外来種

防除を継 続し

ています。

地域の多様な生態系の保全

　事業所周辺を流れる河川流域の清掃や、生きものの生息

環境の整備を通じて、地域の生態系保全に取り組んでいま

す。池田地区や多田エンジニアリングセンターでは、猪名川

流域の清掃活動を実施し、河川敷のごみ回収などを通じて

環境保全を進

めています。

くるめ生きもの探検隊 in ダイハツ工業

　ダイハツグループ九州開発センターでは、小学生親子向け

の環境イベント「くるめ生きもの探検隊 in ダイハツ工業」を開

催しました。生きものの観察やふれあいを通じて、自然や生物

多様性への理解を深めるとともに、地域とのつながりを育む

機会としています。ダイハツの環境への取り組みを知っていた

だく場にもなっており、参加者からは、生きものに「直接触れら

れて楽しかった」

「季節ごとに参

加 し た い 」と

いった声が 寄

せられました。

地域連携による生物多様性保全

　ダイハツでは、自治体や市民団体、専門機関と連携し、

地域に根差した生物多様性保全活動を進めています。多田

エンジニアリングセンターでは自然保護団体「渓のサクラを

守る会」と連携し、エドヒガンの保護につながる森林保全

活動に参加しました。京都（大山崎）工場では、ヒメボタル

の生息環境を守るため、竹チップ材の敷設などの環境整備

を行いました。滋賀（竜王）工場では、竜王町民の方 と々「竹

の子狩り」を通じた竹林保全を行いました。

　また、琵琶湖博物館とは継続的な連携を行っており、

2016年から寄付を通じた支援を続けています。2018年か

らは環境学習会において、学芸員による講話や会場提供の

支援を受け、生きものや生態系への理解を深める学びの機

会につなげています。

生物多様性 びわ湖ネットワーク

　企業や自治体、NPO、博物館など多様な主体が連携し、滋

賀県の生物多様性保全を進めています。共通の取り組み「トン

ボ100大作戦～滋賀のトンボを救え！～」では、県内のトンボ

100種確認を目標に調査を進め、2025年度までに89種を確

認しました。あわせて、保全対象10種に対する115件の保全

活動を実施し、観察会や展示、学習会、現地交流会を通じて

22,717人に発

信するなど、生

物多様性の理

解促進と保全

活動の広がりに

つなげています。

活動事例紹介

NPチャレンジ

セイタカアワダチソウの防除活動

九州開発センターのビオトープ生きもの観察

滋賀県希望が丘文化公園のハッチョウトンボ生息環境
整備

エドヒガンの保全 天王山の竹林整備

猪名川流域の清掃活動
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